
（観測可能な）全宇宙における惑星の数

（約1億）

（1億）÷（2兆）
＝（10^8）÷（2×10^12）
＝（10×10^7）÷（2×10^12）
＝（5×10^-5）
＝0.00005
（＝0.005％）
（＝2万分の1）

私たちが住む「天の川銀河」
は、2万に1つの稀有な銀河
だということになる。

ヒトのような知的生命体が居る
可能性のある惑星は、普通に見
積もると、全宇宙に約1億個ある。
しかし宇宙は広い。
全宇宙に存在する銀河の数は、
約2兆個だと推定されている。
すると、知的生命体が居る可能
性のある銀河の存在割合は、
下記の計算結果となる。

（出典：日本天文学会）

換言するならば、地球のような好環境の惑星は、2万もの銀河を渡り
歩いて、ようやく1つの銀河で見つかる程度の、希少な存在である。

更に計算を進めて行こう
下表は、地球誕生以来、環境が激変して
きたことが織り込まれている。その上で、
各段階に至る確率が算出されている。

好環境の地球が在ったとしても、そこ
にヒトのような知的生命体が生まれ育
つ確率は、楽観的に見積もったとして
も、たったの0.00001％でしかない。

ゼロに等しい確率で誕生した地球もヒトも絶対に粗末にしてはならない

（＝0.00001％）

<作成：stnv基礎医学研究室>


